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変位関係 に よ る 大腿部の 筋 の 硬 さ評価に
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【目的】筋の 硬さ と して測定 され る 生体の 荷重
一
変

位 関係 は 皮下組織 と筋維織 で 異 なる性質を示 すとい

われ て い る 。 しか し，弔位 に よ っ て は十分 に検討 さ

れ て い ない た め，比較的筋量 の あ る 大腿部の 何重
一

変位関係を調 べ ，さ ら に MRI か ら の 実際 の 組織呈

との 関係を検討 した
。

【方法】荷重
一
変位関係 の 評価に は 2 つ の 方法を用

い た 。 変位計 （KYOWA ，　 DLT −20） に 嚢 りをの せ

る ス テ
ージ を 取 り付け，100g か ら 1600gまで の荷重

を繰 り返 し負荷 し各 30秒 後 の 値 を変位 匡 と した。ま

た ，よ り荷 t の 小 さ い 部 分 の 計測 の 代用 と して ，機

械刺激装置　（DIA 　MEDICAL 　SYSTEM ，　 DPS −270）

に よ り， 2 〜20mm の ．．一定変位押 し込み に よ る 反力

を計測 した。押 し込 み の 速 度 ま2．5mm ／sec で あ っ

た 。 被験者 は健康 な大 芋生 8 名 （男子 3名，女了
．5

名），大腿長 の 50％ 部位 で 四 頭筋 と
一

頁筋 の 各中央

部 2 点を測定点と し た。MRI の 画像 フ ィ ル ム か ら は，

皮 下脂肪 甲 ・筋厚 ・骨 まで の 組 織 の 長 さ ・総断 面

積 ・筋断面積 ・骨 まで の 断画積 ∫を
ー
十測 した

。

【結果及び考察】変fV．
トと楓械刺激崇セ置か ら得ら れ

た各測走点の 荷工 と変位，変位と反力の 閃係は連続

的 に よ く
．一

孜 し，画者 の デ ータ を合わ せ ，便宜的 に

変位 とイ亅重 の 閾係 と し た。そ の 結果，大腿 部 の 荷士

一変位 1晃1係 は非 n泉形 で，最終 的 に
．．
定の 変位 に 収束

す る よ うな 関係 を 示 し た 。 こ れ を，Horikawa ら

（1993）に準 じ， MR 工か ら得られた個人 の 皮下脂肪

厚 を境に皮下 組繊成 分 （ks） と筋成分 （km）に 分

けて 取 り扱 っ た。しか し km の 直線範囲 は狭 く，こ

れ を 1 次回帰 した 係数 で は筋成分 を十分 に 。F価出来

な い と考え ら れ た 。
こ の点は，先行研究 との 撃位 に

よ る 違 い を示す もの で ，組織 1の 大きい 大腿 部酬 」
．

徴 と考 え ら れ る 。 そ こ で ，km を 2 次 回1π し，　 MRI

と の 相関 を調ぺ た と こ ろ ，回帰 曲線 の 係数 と筋厚 と

に 有意 な負 の 相 関関係が示 され た。ま た，km の
一・

疋 前重 に 対 す る 変 位 で MRI との 相関 を調 べ た と こ

ろ，1600g／cm2 負荷時 の 変位 と骨 まで の 断面積 に 有

意な相関関係が得 られ た 。
つ まり，km は 筋厚や個

人 の 組縅 の 大 きさに よ っ て 規定 され る と 考え ら れ，

km 全体 を非線形 に 回帰 して パ ラ メ
ー

タ
ーとすれば，

個人 の筋量 を反 映 した硬 さの代表値 となる こ とが示

さ れ た 。

52．上 腕屈筋群 の エ ク セ ン トリ ッ ク運動に対 する肘

　関節角度 の影響

　　○野 坂和則，坂本　iit （横浜市立 大学埋 学部 環境 理

　　学科運 動 ・ス ポー
ツ 科学 教 室）

　筋が引 き伸ば さ れた状態 で の エ ク セ ン トリ ッ ク運

動は，よ り顕著 な筋 叛 労や筋肉痛 を引 き起こ す。上

腕 屈筋群 の 活動 は
， 肘 関節角度 が 小 さ い 均 今 に は 上

腕筋 ， 大 きい 場合 に は 一ヒ腕一二頭筋が Lとな る 。
エ ク

セ ン トリ ッ ク運動に伴う筋損傷の 要因は，聞節角度

に よ る筋長 の 変化 と と もに筋活動の 違 い で あ る と考

え ら れ る 。 本研究は，屈 曲位 と伸展位で の 上腕屈筋

群 の エ ク セ ン トリ ッ ク 運動 に 伴 う開接 的な筋 1則 指

怺の 変化を比較 し，肘関節 角度 と 筋損傷 との 1大 1係を

検討し た
。

レ ジ ス タ ン ス トレ
ー

ニ ン グ の 経験 が な い

劉 f一大
’
｝ittl　lO名 を被験者 と し，上 腕flttl筋辞 の 最大抵

抗エ ク セ ン トリ ッ ク 運∫カを 3 − 5 週 間の 間隔 で 2 回

実 施 し た 。

一方の 腕 は肘悶市 角 ｝£ 50− 130皮 の 範囲

（S）で ， 他方 の 腕 は 100− 180度 の 範囲 （L） で エ

ク セ ン トリ ッ ク動作 を角速度80度／ 5 秒で ，24回夷

施 した。各 条件 に 用 い る 腕，運動順序は被験者に よ っ

て 変 えた 。 測元項 目は，肘開節角度 90度で の 七匍剥 4

筋力 （MIF ），　 il1関節伸展日．s と屈曲 M．1 の 角度
望

か ら

求め た関節 卩1
．
動域 （ROM ），上腕 nlSJI 径り［1 （CIR ），

視覚的ア ナ ロ グ 〔盛法 （5cm 線 ・無痛　非常 に 痛

い ） に よる筋 肉痛 （SOR ）， 血漿 creatine 　kina＄ e 括

性 他 〔CK ），赳 音波 B モ
ー

ド画像 （US ） に よ る i，

腕屈筋 群 の 筋厚，エ コ ー強 反 ，磁 爪 共 砺 画縁 （MRI ）

に よ る ．ヒ腕首1〜の T2 強f，Jl・J画像，　 T2祓和時間 で あ っ た。

測定は運動 前，運動直後，運動 1 − 5 日後 に行 い ，

MR 正は感動 4 口後 に 大 施 した，運動 に 伴う変化を 2

元ラ絹夊分析を用 い て 分析 し， イ∫左 水準 は P ＜ D．05と

した。運 動中 の 張力 曲線 よ り求 め た仕4i は S＞ L

で あ っ た uMIF の 運動後 の 減少率，　 ROM の 城少量，

CIR の 増加 茗
，
　 US よ り求 め た筋埓 の 増 加 エ ，また

エ コ ー
強反 の 変化，SOR の 牙度，　 CK 活性値 の 増加

量 はすべ て S＜ L で あ っ た 。 MRI の T2 緩和時間 の 延

長 度 も Sく L で あ り，S で は ヒ腕筋 に ，　 L で は 上 腕

筋 と上腕 二 頭筋 に 異常が認 め ら れ た 例 が 多か っ た 。

こ れ らの 黏果 は，伸展位の エ ク セ ン トリ ッ ク 運動 で

よ り顕著な筋掬傷が 生 じ，そ の 軋囲 も大 きい こ と を

示 して い る 。
エ ク セ ン トリ ッ ク 運動 に 伴 う筋損傷 の

手生度 に は
， 関節角皮が影響 し，筋長 と筋活動状態 の

逑 い が要 因 で あ る と考 え ら れ る 。
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